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潮間帯生物群集をモデルとした島|腿系の多様'性解析

誠司（生態系の多様W1ﾐ研究グループ）新炳

岩礁潮間帯のり晶物Ｗｆ集、特に魚類と貝頬を

Xil象に「|嫌集liMi造の決定」と「多様性創Ｉｌｌ」

のメカニズムについて研究を進めている。

生物は、砿によって移動分.散能力が鍵なる。

こうした特性は、分ｲITI広大や種分化速度の違

いをとおして群集Mi造に影響すると考えられる。

その影響は、利川可能な生息環境がﾉl《ぴ荷状

に分布する島lMliL系において特に顕著に現ｵ1る

と予想できる。琉球列島が分断と接続を繰り

返す１１薊で、島ごとにどの様な群集を形成する

に至ったのかたいへん興味澱い゜

熱ｲ|ｻﾞ海域の〈l烹物研究は、サンゴ礁・海ＩｉＭ藻

場などを主なフィールドとし、Ｉｉｌｆ礁での|ﾘ|:究

は稀であった。一万、温帯海域では岩礁’1）ⅡＩｌＩ

帯をⅢ''心に璽要な研究成果が残されてきた。

こうした雁史的背景に加え、岩礁潮'１M帯は寒

帯から熱帯まで普遍的に存在することから、

広範囲の群集パターンや多様性をテーマとす

る研究に最適な蝋境のひとつであると考えら

れる。

また、多籔嫌な4に物が利用する岩礁潮間帯は、

陸と海のはざまで系をつなぐ砥要なハビタッ

トである。同時に、人間活動の影響を受けや

すい場所である。環境変化の著しい昨今、雑

礎情報の把握と現状記録は重要な課題だと考

える。

以上のことから、瑞礁潮間帯の生物ｌｒＩ:紫と

その生物特''１ミ（極、分散能力、ｌＩｉＭ体'''１;|;Ｍ:作l:1]）

および環境特性（地質、分断過程、交流経路）

に注目して、「様々な群集パターンの比較に

よって共存機構や多様性の背景がつかめる」

との観点で、データの収集と解析を進めている。

2()０７ｲ１２度は14,PiMj6地点で調査を実施し、ノ'２

物標本と記録写Lエ（海岸と生態）を集めた。

Lu性までに1((類のサンプル処111とﾙｷﾞ折の一W|｛

を終えており、ここではその内容を紹介する。

小型のタイドプール（表面破く1,f）に出現

する魚類を対象に８１;315地点で調査し、本-こ

のデータと比鮫した。解析の結果、蕊本とな

る群膿パターンと類似点・相違点のいくつか

を|ﾘIらかにした（図)。琉jM(ﾀ11,ｌｉ１Ｉｊの高い多様性

には、タイドプールごとに蝿なる種構成（β

多様`|'いが大きく付/ルていることが示唆さ

れた。タイドプールスケールで変化し、魚類

の(l(Ｌｌ・空間利１１１を左右している要因として､

（１）１２息場所の複雑性、（２）水温や塩濃

唆などの化学的特性、（３）腿ＩM1相7Z作用が

湾えらｵ1る゜このうち（３）は、多様性の形

成よ'〕は維持に影響する鯉lkIである。タイド

プール魚類鮮集の多様Ｍ２をもたらす要因を|Ｍ１

らかにするためには、プールスケールでの詳

細な環境測定と評価が必要と考える。

今後、貝類群集についても同様に解析をお

こない、魚類・貝類を含めた包liI;的な解析と

議論を埴ねることで、琉球列島における群集

構造の決迩､機拙を解|ﾘ'し、多様ｌｗｌ：の創出機１１'１『
に迫りたいと考える。
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タイドプール魚類群集の重複度と距離の関係
科術成の重複度は、群集間の距馴によらず一定である

（上)。種構成の類似度は、距離に比例して低下する
ように見える（下）が、その変化は、距離の効果より
むしろ琉球列島と本土間での魚種の置換で説明できる。
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